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門脈バイパス用 高度管理医療機器　ヘパリン使用一時留置型人工血管　70487103
医療機器承認番号：15900BZZ00556000号

ANTHRON®  BYPASS TUBE

アンスロン®バイパスチューブ

ANTHRON®  BYPASS  TUBE

VTT type
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端部（d）　　　　　　　　　　　　  中央部（D） 

VSS－560　　　　　　　　　 　 5 　　　　　　　　　  4 　　　　　　　 　　4 　　　　　　　 　  600

VSS－590　　　　　　　　　 　 5 　　　　　　　　　  4 　　　　　　　 　　4 　　　　　　　 　  900

VSS－460　　　　　　　　　 　 4 　　　　　　　　　  3 　　　　　　　 　　3 　　　　　　　 　  600

VSS－490　　　　　　　　　 　 4 　　　　　　　　　  3 　　　　　　　 　　3 　　　　　　　 　  900

VTT－51160 　　   　　　　　  5 　　　　　　　　　  4 　　　　　　　 　　8 　　　　　　　 　  600

VTT－4860 　　　　　　　   　 4 　　　　　　　　　  3 　　　　　　　 　　6 　　　　　　　 　  600

外径　　　　　 　　　　内径　　　　　 　　　内径
カタログNo. 長さ（L）

包装●1本／ケース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：mm
注意●本バイパスチューブは十分な流速が確保できる場合にご使用下さい。

VSS型

VTT型

アンスロン®コーティング部●外面：          部のみ

 　　　　　　　　　　  　  ●内面：全面［参考文献］
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［特長］
①チューブ内外面にヘパリン化親水性材料（アンスロン®）を

コーティングした3層構造です。なお、内面は全面コーティン

グですが、外面は血管内に挿入される部位（両端から10cm）

のみコーティングされています。1）

アンスロン®は、血液中にヘパリンを徐放するため抗血栓性

を発揮します。1）

使用後のカテーテル内面を走査電顕にて観察すると、白血球

の付着が軽度認められるのみで、血栓形成はほとんど認めら

れません。１３），１４）

チューブ先端はななめに切断加工されていますので、挿入

しやすく、また、人工血管使用時のように吻合に時間がか

かるようなことはありません。

中央がふくらんだテーパーチューブ（VTT型）の場合、血

流量は同一圧力差では同サイズのストレートチューブ（VSS

型）の血流と比較して高い血流量が得られます。

従来Gott shuntあるいは人工血管等がバイパス用として

使用されていましたが、血栓形成と全身ヘパリン化による手

術部位からの出血等の問題がありました。アンスロン®バイパ

スチューブを使用することでこれらのリスクを軽減することが

できます。１３），１４），１５），１６）

肝臓移植は門脈や肝臓の後ろ側を通る下大静脈など、血

流の多い静脈を切断しなければならず、大量出血の問題

があります。したがって、前項（1）の方法と同じように血

液を脾静脈－頸静脈、大腿静脈－頸静脈とバイパスさせ

ることにより、出血を防止し、手術時間を大幅に延長で

きるようになりました。2）、13）

早期発見がきわめてむずかしい膵臓ガン手術では、膵臓

の全摘の他、門脈の一部まで除かなくてはならないため、

一時的に門脈を遮断します。門脈は大量の血液を肝臓に

送りこんでいるので、遮断時間が長くなると、血液が腸

へ逆流し、うっ血を起こして腸組織が壊死するため、患

者が危険な状態となります。このため従来の膵臓ガン手

術では、門脈遮断時間はせいぜい 15～20分が限界とされ

ていましたが、門脈を経て肝臓に流れこむ血液を、大腿

静脈－心臓と、別の流れに変えることにより、長時間に

わたる手術が可能になりました。

また、長時間の門脈遮断が可能になったことから、門脈、

膵臓はもちろん、肝、胆管、胃、十二指腸の摘出手術な

ど、肝胆道系手術にも応用が期待されています。

溶出ヘパリン量はごく微量ですので、血液凝固系にはほと

んど影響を与えません。１），１４）

チューブ
ヘパリン化親水性材料（アンスロン®）

● バイパスチューブ断面

②

③

④

⑤

⑥

●使用後のカテーテル内面の走査電顕像

⑦

［用途］
1. 膵臓全摘における
　腸間膜静脈－大腿静脈バイパス用

●カテーテルバイパス法による肝移植

2. 肝臓移植のための脾静脈－頸静脈、
　大腿静脈－頸静脈バイパス用（動物実験）

○ VSS - 460
□ VSS - 490
● VSS - 560
■ VSS - 590
△ VTT - 4860
▲ VTT - 51160

圧差と血流量のグラフ

カテ－テル両端部の圧力差 (kPa)

（r/min）

血
流
量

※本グラフは代替血液として26°Cのグリセリン水溶液 40wt%
を使用して測定した自社試験結果です。

肝臓

肝臓

門脈

下腸間膜静脈

上腸間
膜静脈

下大静脈

下大静脈
脾静脈
門脈

大腿静脈
大腿静脈

大伏在静脈

アンスロン®

バイパスチューブ

膵臓
心臓

頸動脈

腸

脾静脈

ヘパリン化親水性材料（アンスロン®)をコーティングしたアスロン®バイ パスチューブ。膵臓ガン手術の分野で高い評価を得ています。
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２），１２）


